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日常の随意運動において環境から得られる情報の影響は大きい。これらの環境からの感

覚モダリティーには、主に視覚、聴覚、触覚がある。特に人間においては外界の情報の約

30%は 視党を通して入力しているといわれており、視覚系情報の処理は運動学習において

も大きな位置を占めていると考えられる。リハビジテーション医療においても、運動に伴

う感覚入力が重要視されており、視覚情報は姿勢や動作の調節、パーキンソン病や運動失

調などの治療で広く利用されている。そこで我々は、中枢神経系における随意運動に対す

る視覚情報の影響について、機能的 MRI(血 nctional MM;以 下 側【RI)を 用いて分析し

た。

運動課題を自己ペースで閉眼にて行 う場合と、鏡を通して視覚的確認をしながら行 う場

合とを比較した。視覚的確認を行 うことにより、対側感覚運動野の賦活範囲が増大する傾

向が示唆された。また、後頭葉の賦活以外に、前頭葉、頭頂葉、側頭葉においても賦活が

増加する傾向があり、さらに運動と同側の感覚運動野の賦活がみられる傾向があつた。こ

れらは左手運動時に強い傾向があつた。

視覚情報の処理過程については、視覚の情報処理として UngerleidrとMishkin(198のの

神経生理学的研究により空間位置情報を処理する後頭葉 ―頭頂葉 ―前頭葉の流れ、すなわ

ちwhereの 経路と物体の形などを処理する後頭葉 ―側頭葉 ―前頭葉の流れ、すなわちwhat

経路が報告されている。視覚刺激が両側の後頭葉に入ることから、賦活を誘発させるもの

と考え、それにより、前述の where、 howの 経路が影響し、このネットワークにより感覚

運動野の強化がおこり、感覚運動野の賦活を誘発したのではないかと考えた。

また、Kawashimaら は、運動が複雑になるほど同側性の感覚運動野の賦活がみられると

報告している。我々は、特に後頭葉、頭頂葉が両側性に賦活が見られることは、左手のも
つ拙劣性により同側の感覚運動野を賦活させ、さらに視覚情報により後頭葉、頭頂葉を両

側性に賦活させることが影響していると考えた。

運動における感覚フィー ドバックは、特に学習の初期段階で認知処理されるから、視覚

情報は運動学習の初期には有用であると考えられ、リハビリテーションにおける運動技能
の獲得 ・向上の一助となりうることが示唆された。


